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市民発

が
丘
に
位
置
す
る
小
さ
な
雑
木

林
。
Ｙ
字
路
に
は
さ
ま
れ
た
先
が

や
や
小
高
く
な
っ
て
い
る
。
昔
は
こ
こ
か

ら
南
の
団
地
方
面
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
先
に
仙
川
が
流
れ
て
い
る
。

   

全
体
が
シ
デ
や
コ
ナ
ラ
の
落
葉
樹
で
覆

わ
れ
て
い
る
た
め
冬
の
間
は
明
る
い
が
、

葉
の
茂
る
夏
な
ど
は
鬱
蒼
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
は
少
し
危
な
い
場
所
に
な
っ

て
い
る
ら
し
い
。

　

昨
年
か
ら
は
そ
ん
な
雑
木
林
を
ど
う

や
っ
て
活
用
し
た
ら
い
い
の
か
と
、
地

域
住
民
に
よ
る
「
み
ん
な
の
森
を
み
ん

な
で
考
え
る
会
議
」
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
た

と
い
う
。
ま
た
雑
木
林
の
管
理
の
仕
方

も
学
び
た
い
と
の
こ
と
で
、
若
葉
の
森

の
視
察
も
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

３
月

２０
日
、
春
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

ま
だ
何
も
無
い
よ
う
に
見
え
る
雑
木
林
の

中
も
サ
サ
の
間
を
よ
く
見
る
と
可
愛
い
ら

し
い
花
や
葉
っ
ぱ
が
見
つ
か
る
。
写
真
の

他
に
も
ニ
ワ
ト
コ
の
ツ
ボ
ミ
や
ス
イ
カ
ズ

ラ
の
蔓
、
花
を
終
え
た
ヒ
メ
カ
ン
ス
ゲ
や

枯
れ
残
っ
た
キ
ン
ラ
ン
な
ど
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
は
コ
ツ
コ
ツ
と
楽
し
い
音
が

響
き
、
目
の
前
に
２
羽
の
コ
ゲ
ラ
（
き

つ
つ
き
）
も
姿
を
見
せ
た
。

4 月1日 早くもイヌシデやコナラの若葉が広がり始めた

２世紀

緑春の緑が丘　みんなの森

フキの花 
もっと群生するようになったら、味
噌汁などに散らして春の香りを楽し
みたい。 

カンゾウの仲間だろうか。近頃はヘ
メロカリスという名で売られている
園芸種との交雑も多いという。咲い
てからじっくり見たい。  

1 年目にペロンと 1 枚
だけ葉が出るのはユ
リ科に多く見られる。
これ は あと 2 ～ 3 年
たつと花が咲くオニ
ユリだろう。

タチツボスミレ 
ありふれたスミレだ
が なんとも言えない
美しいすみれ色の花
が可愛い。

夏の終わり頃、花び
らの少ない楚々とし
た白いコギクのような
花が咲くのはシラヤ
マギク。その頃 もう 1
度見てみたい。

クサボケ 
花びらのちぎれた小
さなクサボケ発見！

黄色い上品な花が咲
くニガナと思われる。
5 ～ 6 月にまた確認し
たい。
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名
の
華
鬘
（
ケ
マ
ン
）
は
寺

院
の
仏
堂
内
陣
に
飾
ら
れ
た

金
銅
製
の
装
飾
で
、
荘
厳
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と

は
イ
ン
ド
の
男
女
が
身
体
を
生
花
の

花
輪
で
飾
っ
た
風
俗
か
ら
転
じ
た
も

の
が
仏
具
と
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

　

葉
が
そ
の
華
鬘
に
似
て
、
紫
色
の

花
を
咲
か
せ

る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ

た
と
い
う
が
、

寺
院
の
天
井

を
じ
っ
く
り

眺
め
た
こ
と

も
な
く
、
い

つ
か
し
っ
か

り
見
よ
う
と

思
い
な
が
ら

も
、
法
事
の

際
な
ど
下
を

向
い
て
い
る

こ
と
が
多
く
、

し
っ
か
り
と

確
認
し
た
こ
と
が
な
い
。

　

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
の
全
草
に
は
プ

ロ
ト
ピ
ン
と
い
う
有
毒
物
質
が
含
ま

れ
、
誤
食
す
れ
ば
嘔
吐
・
呼
吸
麻
痺
・

心
臓
麻
痺
な
ど
を
引
き
起
こ
す
と
い

う
が
、
こ
れ
を
食
草
と
す
る
ウ
ス
バ

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

最
近
、
植
え
た
覚
え
の
な
い
ム
ラ

サ
キ
ケ
マ
ン
が
庭
の
あ
ち
こ
ち
に
生

え
、
き
れ
い
な
赤
紫
の
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。
時
々
空
坊
主
に
な
っ
た
姿

を
見
か
け
る
が
、
成
虫
を
見
た
こ
と

は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
虫
が
食
べ
た

の
か
確
認
し
て
い
な
い
。

　

秋
に
軟
弱
な
葉
を
広
げ
、
早
春
に

花
を
咲
か
せ
、
初
夏
の
頃
に
種
子
を

実
ら
せ
る
と
枯
れ
て
し
ま
う
越
年

草(

２
年
草)

と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
も

う
少
し
複
雑

な
生
活
史
を

持
っ
て
お
り
、

初
夏
に
実
ら

せ
た
種
子
は

翌
年
の
春
に

発
芽
し
、
初

夏
の
こ
ろ
ま

で
成
長
し
た

後
は
花
も
咲

か
せ
ず
地
上

部
は
枯
れ
て

し
ま
い
、
地
下
に
塊
茎
を
残
し
て
休

眠(

夏
眠)

し
て
い
る
。

　

そ
の
年
の
秋
に
な
る
と
再
び
活
動

を
は
じ
め
、
数
枚
の
葉
を
出
し
て
越

冬
休
眠
、
越
年
し
た
春
に
初
め
て
花

茎
を
伸
ば
し
花
を
咲
か
せ
る
。
種
子

か
ら
開
花
し
て
枯
れ
る
ま
で
３
年
を

要
す
る
３
年
草
と
で
も
い
え
る
生
活

史
を
持
っ
て
い
る
。

花
の
履
歴
書

戸
部
英
貞
（
絵
・
文
）

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
（
紫
華
鬘
）

ケ
シ
科

53

和

Corydalis incisa

春はどこから
[ キアゲハ ]

雑木林で手づくりクラブ 

シュロのカゴ

シュロの葉を中央から左右13 本
ずつに分けます。（左右同数で）
残りは切り捨て、中央の葉を折る
など目印をつけておきます。 

1枚 1 枚の葉を縦に畳みます。
（手を切らないように） 　　　

中央の左右から1 本と 2 本をとり、
格子状になるように重ね、次々に
左右の葉を編むように入れ込んで
いきます。 こんな風に窪んだ形になるよう

に、そして左右の葉の枚数は同
じになるように。 

左右とも 10 枚使ったら切り捨てた
葉で先っぽを結び、両脇に 3 枚ず
つ残します。
  

3 枚の葉は捻じ ってカゴのフチ
になるようにします。 先ほど結
んだ葉とい っしょに結び、葉柄
をまげて差し込めば完成！ 

1

2

3

4

6
5

完成！

３
月
１７
日
（
日
）
庭
の
掃
き
出
し
近

く
に
何
や
ら
黒
っ
ぽ
い
物
体
。
近
寄
っ

て
み
た
ら
ナ
ン
ト
、
羽
化
し
た
ば
か

り
の
キ
ア
ゲ
ハ
！　
「
エ
ー
、
こ
ん

な
に
早
く
出
て
き
て
大
丈
夫
？
」「
こ

こ
ん
と
こ
暖
か
い
日
が
続
い
て
た
か

ら
な
ぁ
。
う
っ
か
り
で
ち
ゃ
っ
た
か
」

と
独
り
言
。
生
き
物
は
み
ん
な
ど
こ

で
春
を
待
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
、
と
い

つ
も
思
う
。
か
く
言
う

私
も
無
類
の
寒
さ
嫌
い
。

冬
眠
し
て
こ
っ
そ
り
隠

れ
て
春
を
待
っ
て
い
た

い
と
思
う
。
昆
虫
や
変

温
動
物
の
仲
間
な
の
か

も
。　　
　
　
　

（
Ｓ
Ｎ
）



■
2
月
17
日
日 　[

晴
れ] 

　
　
　

　　

参
加
１１
名

　

ツ
バ
キ
の
森
の
片
づ
け
を

行
っ
た
。
シ
ラ
カ
シ
の
大
木
の
倒

木
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
な
い
と

難
し
い
。（
課
題
）
民
有
地
の
横

の
落
枝
の
山
を
全
員
で
片
付
け

た
。
近
隣
の
人
か
ら
樹
林
地
内

で
た
ば
こ

を
吸
っ
て
い

る
人
が
い
る
の
で

火
事
が
怖
い
と

注
意
さ
れ
た
。

■
３
月
３
日
日 　[

雨]

参
加
５
名 

子
ど
も
野
鳥
観
察
会
　
ス
タ
ッ
フ
４
名

　

当
日
は
雨
、
気
温
６
度
で
、
３
家
族

５
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
ツ
グ
ミ
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
メ
ジ
ロ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
シ

メ
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、

ド
バ
ト
の
11
種
類
を

観
察
し
た
。
野
鳥
好

き
の
小
１
の
男
子
は
、

自
分
の
双
眼
鏡
で
鳥
を
い
ち
早
く
見
つ

け
、
名
前
や
動
き
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。

■
３
月
17
日
日 　[

晴
れ]

参
加
１２
名 

　

２
月
に
引
き
続
き
ツ
バ
キ
の
森
の
落

枝
の
山
の
片
づ
け
を
行
っ
た
。
人
手
が

あ
っ
た
の
で
作
業
も
は
か
ど
り
、見
通
し

が
よ
く
な
っ
た
。
倒
木
の
大
き
な
シ
ラ

カ
シ
は
少

し
ず
つ
手

鋸
で
枝
を

切
り
落
と

し
た
。

（
安
部
）

■
２
月
９
日
土 

　
　
　

小
雨
の
た
め
活
動
中
止

■
３
月
９
日
土 [

晴
れ] 

　
　
　

　
　
参
加
１１
名

　

最
初
に
石
森
さ
ん
に
よ
る
外

来
種
ム
ネ
ア
カ
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
ミ

キ
リ
の
説
明
を
受
け
女
性
陣
は

東
樹
林
の
見
回
り
を
し
た
が
、

確
認
さ
れ
な
っ
た
。

　

作
業
は
東
樹
林
に
集
中
し
、

未
だ
に
終
わ

ら
な
い
昨
年

台
風
の
落
枝

の
片
づ
け

な
ど
を
行
っ

た
。
斜
面
上

段
・
中
段
・

下
段
に
材
の

太
さ
な
ど
の

種
類
別
に
山
積
み
す
る
と
か
な
り
の

量
と
な
り
廃
棄
方
法
は
公
園
課
に
相

談
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

西
側
ク
ヌ
ギ
の
根
元
か
ら
入
る
通

路
の
路
肩
が
崩
れ
始
め
て
い
る
所
に

は
縁
木
よ
り
谷
側

３０
㎝
位
に
杭
を
並

べ
打
ち
、
横
木
を
入
れ
て
土
止
め
を

施
し
た
。
次
回
、
縁
木
と
新
た
な
杭

の
間
に
土
を
入
れ
る
予
定
。（
キ
ャ
ン

プ
場
の
灰
土
を
運
ぶ
案
が
出
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
＆
Ｋ
）

■
２
月
1０
日
日 [

晴
れ] 

　
　
　

　

参
加
６
名

 

前
日
の
雪
が
枯
芝
に
ま
だ
ら

に
残
り
、
富
士
山
は
新
雪
で

真
っ
白
。

　

昨
秋
の
台

風
で
折
れ
、

未
処
理
の

ま
ま
ぶ
ら

下
が
っ
て
い

た
、
シ
ラ
カ
シ
な
ど
の
枝
を
梯
子
を

使
っ
て
落
と
す
。

　

高
い
ス
キ
ル
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が

十
分
注
意
し
て
行
っ
た
が
、
高
所
作

業
の
ど
こ
ま
で
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
守

備
範
囲
と
す
る
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
。

■
３
月

１０
日
日 [

曇
り] 

参
加
６
名

　

活
動
日
が
雨
で
作
業
が
で
き
な

か
っ
た
、若
葉
の
森
３
・
１
会
の
助
っ

人
と
し
て
、
第
２
緑
地
の
キ
ン
ラ
ン

自
生
地
で
笹
（
主
に
オ
カ
メ
ザ
サ
）

を
刈
る
。

　

植
生
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た

め
、
例
年
通
り
奥
の
一
画
は
刈
ら
ず

に
残
す
。
第
３
緑
地
入
口
の
ヒ
メ
ヒ

オ
ウ
ギ
ズ
イ
セ
ン
が
咲
く
辺
り
に
囲

い
を
作
っ
て
通
路
と
区
分
。

　

１０
月
の
台
風
に
よ
る
倒
木
で
壊
れ

た
、
道
路
側
の
柵
が
緑
と
公
園
課
に

よ
っ
て
補
修
さ
れ
た
。　
　
（
大
村
）

■
12
月
29
日
日 　[

晴
れ] 

　
　
　
　
　
　
　
参
加
３
名

　

臨
時
活
動
日
。
第
１
緑
地
で

は
、
台
風

２４
号
被
害
樹
木
を
活

用
し
、
中
央
通
路
階
段
横
木
補

強
、
竹
材
で

コ
ン
ポ
ス
ト

柵
補
強
、
玉

切
り
株
の
椅

子
。
第
２
緑
地
で
は
、
北
側
境

界
地
整
理　

粗
朶
柵
廃
材
整
理
、
竹

林
境
界
柵
補
強
、
土
留
め
補
修
。

■
２
月
３
日
日 　  [

晴
れ] 

参
加
９
名

　

第
１
緑
地
は
、
①
中
央
斜
面
地
を

竹
材
で
土
留
め
。
②
北
側
入
口
を
竹

材
で
補
修
。
③
コ
ン
ポ
ス
ト
柵
内
に

第
３
緑
地
の
草
（
芝
の
一
種
）
を
移

植
。
流
土
対
策
植
生
実
験
。
第
２
緑

地
は
、
し
い

た
け
種
駒
の

打
込
み
。
今

が
適
期
。

■
３
月
10
日
日   [

曇
り] 

参
加
６
名

　

臨
時
活
動
日
。
定
例
の
３
日
は

雨
天
中
止
。

１０
日
の
緑
地
の
会
の

活
動
日
に
加
勢
し
て
も
ら
い
キ
ン
ラ

ン
・
ギ
ン
ラ

ン
生
育
前
の

サ
サ
刈
り
作

業
を
第
２
緑

地
で
行
っ
た
。

（
N
O
K
）

■
２
月
24
日
日 [

晴
れ]

　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
６
名

　

土
の
斜
面
に
、
木
の
枝
で
再

び
滑
り
止
め
を
施
し
ま
し
た
。

フ
キ
ノ
ト
ウ
や
シ
イ
タ
ケ
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。

■
３
月
17
日
日  [

晴
れ] 

参
加
７
名

　

去
年
の
秋
の
台
風
で
、
上
部
が
折

れ
た
木
。
葉
が
茂
っ
て
い
た
時
は
ど

の
よ
う
な
状
態
で
折
れ
た
の
か
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
葉
が
す
っ

か
り
枯
れ
落

ち
、
放
置
し

て
お
く
の
は

危
険
と
わ
か

り
、
皆
で
協

力
し
て
撤
去

し
ま
し
た
。

　

（
石
原
）

入間・樹林の会

カニ山の会

若葉緑地の会

若葉の森 3・1会
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中央斜面地土留め

年末に補修され
たコンポスト柵
竹材補強植生実験草貼付け

ツバキ

園路補修

片づけた落枝の山

第 2緑地笹刈り

第 3緑地柵修復

ムネアカハラビロカマキリに
ついて説明を聞く

東樹林入口に顔を出したアマナ

玉切り株の椅子

粗朶柵用の作業

野鳥観察会集合

凸凹森の会

ニリンソウの花が楽しみ
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本誌の「置き場所＆応援カンパ」募集中です！ ◆会員募集！ 年会費　●会員：1000 円／ ●サポーター会員：500 円　郵便振替（00150 -9 -765663　ちょうふ　環境市民会議）

● 5 月 5 日　日 9:30 〜12:00
● 6 月 2 日　日 9:30 〜12:00
● 7 月 7 日　日 9:30 〜12:00

原則毎月第 4 日曜ですが、今年は大型連休を
避けています。
● 4 月14 日　日 9:30 〜12: 00
● 5 月26日　日 9:30 〜12:00
● 6 月23 日　日 9:30 〜12:00
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雑木林保全活動のスケジュール

入間・樹林の会

カニ山の会

毎月第３日曜に樹林の保全活動を行っています。
参加希望者は直接入間地域センターへ。
● 4月21日日 9:30～14:30 保全活動、植
　 生調査、入間町 2 丁目樹林地観察会
● 5月19日日 9:30～12 :30 保全活動
● 6月16日日 9:30～12 :30 保全活動

　
毎月第２土曜に自然広場で保全活動を行って
います。参加希望者は野草園横に直接集合。
● 4 月13 日 土 10：00～15：00

● 5 月 11日土 10：00～12：00
　午後はアースデイ手伝い
● 6 月 8 日 土 10：00～15：00

原則毎月第２日曜に若葉町３丁目第３緑地で保全
活動を行っています。参加希望者は直接現地へ。
● 5 月12日日 9 :30 ～12:00
● 6 月 9 日日 9 :30 ～12:00
● 7 月14日日 9 :30 ～12:00

原則毎月第１日曜に若葉町３丁目第１・２緑 地で保
全活動を行っています。参加希望者は直接現地へ。

若葉緑地の会

若葉の森3・1会

凸凹森の会

この「ちょうふの自然だより」は 、ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載、バックナンバーもご覧になれます。http://chofu-kankyo-shimin.org

※上の５団体の保全活動問合せは、調布市役所　「緑と公園課」　Tel. 042-481-7083 へ

　
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
、
そ
れ
に
続
く
福
島
原
発
事
故
を

き
っ
か
け
に
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
や
次
の
世
代
に
残
し
た
い
暮
ら

し
方
を
考
え
る
な
か
で
、
私
た
ち
は

２
０
１
６
年
に
「
一
般
社
団
法
人
え
ね

こ
や
」を
設
立
し
ま
し
た
。「
え
ね
こ
や
」

は
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で

心
地
よ
く
過
ご
せ
る
小
さ
な
建

築
（
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
屋
）

の
こ
と
。
そ
の
第
１
号
の
建

築
設
計
事
務
所
「
え
ね
こ
や

六
曜
舎
」（
深
大
寺
北
町
）

は
、
３
年
近
く
順
調
に
稼

働
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
え
ね
こ

や
」
を
地
域
に
拡
げ
る

こ
と
を
通
じ
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省

エ
ネ
に
よ
る
「
地
球
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
」
と

「
自
然
災
害
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
第
二
号

の
実
現
は
な
か
な
か
難

し
い
。
そ
こ
で
ー
ー

「
移
動
式
え
ね
こ
や
」
を

つ
く
り
ま
す

　
私
た
ち
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

型
の
「
移
動
式
え
ね
こ
や
」
製
作
に
着

手
し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と

蓄
電
池
で
電
気
を
自
給
自
足
す
る
だ

け
で
な
く
、
木
造
の
小
屋
は
断
熱
性
能

が
高
く
、
省
エ
ネ
で
快
適
に
過
ご
せ
る

空
間
で
す
。
こ
れ
を
多
く
の
人
び
と
が

集
う
場
所
に
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
で
で
き
る
こ
と
を
体
験
し
て
ほ

し
い
の
で
す
。

移
動
式
え
ね
こ
や
を

活
用
し
た
い
！

　
製
作
段
階
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
く
役
に
立
つ

活
用
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。
物
品
販
売
は
も
ち
ろ
ん

「
え
ね
こ
や
カ
フ
ェ
」
や
「
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」「
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
」「
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
」「
移
動
ス
タ
ジ
オ
」「
災

害
時
の
電
力
基
地
」
な
ど
な
ど
。

ま
た
調
布
市
内
の
小
中
学
校

や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
な
ど
も

企
画
し
て
い
き
ま
す
。 

深
大
寺
境
内
で
製
作
　

　デ
ビ
ュ
ー
は
五
月
！

  

　移
動
式
え
ね
こ
や
の
製

作
は
、
深
大
寺
境
内
の
「
深

沙
の
杜
（
じ
ん
じ
ゃ
の
も

り
）」
を
お
借
り
し
て
、
四

月
に
行
い
ま
す
。
四
回
の
製

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
お
披

露
目
を
含
む
）
を
予
定
し
、
５

月
１１
日
の
ア
ー
ス
デ
ー
・
イ
ン
・

調
布
（
調
布
駅
南
口
広
場
）
で
デ

ビ
ュ
ー
の
予
定
で
す
。
詳
細
は（
一

社
）え
ね
こ
や
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
木
造
小
屋
製

作
資
金
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
三
月
末
ま
で
行
い
、
１
３
０

人
以
上
の
方
か
ら
目
標
額
を
超
え
る

１
２
６
万
円
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

　
　（
大
村
哲
夫
）

発　行：ちょうふ環境市民会議　連絡先：info@chofu-kankyo-shimin.org　※携帯メールでのお問合わせには当方の返信 が 届かない場合があります。

電気を自給自足する

<動くおうち> が

もうすぐ誕生

移動式えねこやの床ができました。3 月
26 日、深大寺境内で。


